











『越境す る造形 近代の美術 とデザインの十字路』
晃洋書房2003年
渡辺 眞/京都市立芸術大学
本書 は,編 者 が語 るように,美 術 とデザイ
ンの間に設 け られてきた敷居 あるいは垣根を
取 り払 お うという意 図の下に,『越境 す る造
形』 と題 して,美 術 か らデザ イ ン,デ ザ イン
か ら美術 に越境 してみせた13人の 「モ ダニズ
ムの ヒー ロー」 を取 り上 げた もので ある。ル
ノアール,セ ザ ンヌ,ロ ー トレック,ゴ ーギャ
ン,マ チス,ル ・コル ビュ ジェ,カ ンデ ィン
スキー,ク リム ト,モ ン ドリア ン,マ レー ヴィ
チ,ド ナル ド・ジャッ ド,ウ ォーホル,シ ン
デ ィー ・シャーマ ンとい う13人につ いて,そ
れぞれ分 担 して叙述 されている。意匠学会の
会員 と して は,永 井 隆則会員 が編者 お よび
「セザ ンヌ」 を担 当 し,伊 集 院敬 行 会員 は
「ル ・コル ビュジェ」,谷本 尚子会員は 「マ レー
ヴィチ」,市川靖史会員は 「シンデ ィー ・シャー
マ ン」,そ れ に長 く意 匠学会 の会員 で,惜 し
くも亡 くな られた濱野節朗元会員 が 「ク リム
ト」 を担当 されてい る。全体 を紹介す る余裕
はないので,会 員の分担部分 についてのみ概
要 を簡単 に紹介 してお きたい。
「セザ ンヌ」 につ いては,作 品に内在 する
デザイ ン性,さ らに有機的形態 と幾何学形態
の両面 におけるデザ イ ン造形への影響 が論 じ
られている。有機的形態 はアール ・ヌーヴ ォー
へ,他 方幾何 学形態面 では,「セザ ンヌは,
創造 的に誤解 されて,重 要な源泉 とな った。」
とい う形で,モ ダ ン ・デザ イン全般 に影 響が
及んだ と指摘 され ている。
「ル ・コル ビュ ジェ」で は,建 築家 と して
の仕事 は勿論 であるが,ジ ャヌ レの名の下で
の ピュリスムの絵画,お よびオザ ンファ ンと



































一 つは,人 とその活動を賛え る評価 にあ っ
て,美 術 では作品 と作者が1対1の 関係であ
るのに対 して,デ ザインや工芸(一 品制作の
美術工芸 は美術 に近 い)で は,量 産 にお ける
多対1,チ ーム活動 による1対 多,あ るい は
多対 多 とな り,作 品の評価がその まま作者 個
人 の評価 につ なが りに くい。
またコ レクシ ョンという面において も,量
産品には稀少価値がつきに くく,コ レクター ・
アイテムと しての不利があ る。 所蔵 し,収 蔵
し,展 観す る場合 で も,デ ザイ ン関係一般 で
は,不 利 な ものが数多 くあ る。 自動車や家具,
カメラなどは,コ レクター も少な くな く,そ
れ らを展観す る博物館 もあ るが,洗 濯機や冷
蔵庫 は,参 考例程度の展観 はあ って も,メ イ
ンのコ レク ションの対象 にはな らな い。ボ ス
ターのコ レクシ ョンはあって もパ ッケー ジの
コ レクシ ョンはほとん ど知 られて いな い。 こ
のよ うな有利,不 利の関係 は,美 術館 とデザ
イ ン ・ミュージアムの関係をみれば明 らかで
ある。
さ らに社会 的な相場 と して成立 して いる作
品の価格 レベル差 も,差 別観を支え る大 きな
要 因である。差別 によって利を得て いる側 は,
当然差別 の存続 を望む。
私個人 は,差 別 は正 当だ とは思わ ない。 し
か し本質 的なところで,役 割の違 いが あると
思 っている。普遍 的な立場で造形や表現の問
題 を追求す るのと,具 体的 な個 々の生活場面
での問題 を造形 的に解決 して い くという立場
の違 いを解 消 して しまって よいとは思わな い。
ただ し,現 在美術 とされて いる作品がすべて
前者 の立場 にあるといった単純 な もので はな
い。絵画 や彫 刻であ って も,個 人 の気持 ちや
気分 に応 え るものがあって もいい し,普 遍的
な立場 での生 活変革 が目指 され るデザインが
あ っていい。 したが って絵画や彫刻 をファイ
ン ・アー トとしてデザイ ンや工芸 よ り高 尚で














ク ・アーティス トとして活躍 し,晩年は絵画
に専念した例は少なくない。 しか しそうした
作品が本格的に注 目されることは少ない。
ともあれ越境の事実に焦点がおかれた点は,
今後の研究を誘発する試み として興味深い。
ただ差別観を解消することにつながるために
は,美術家によるデザイン領域への越境だけ
ではなく,逆のデザイナーによる美術への越
境に興味深い事例が十分に見いだされること
が望まれよう。
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